
新機能および変更された機能に関する情報

この章では、『Cisco Nexus 7000シリーズNX-OSプログラマビリティガイド』に記載されている
新機能および変更された各機能について、リリース固有の情報を示します。
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新機能および変更された機能に関する情報
この表は、『Cisco Nexus 7000シリーズ NX-OSプログラマビリティガイド』の新機能および変更
された機能の概要と、その参照先を示しています。

表 1：新機能および変更された機能

参照先変更され

たリリー

ス

説明機能

NX-API7.2(0)D1(1)この機能が導入されました。NX-API
は HTTP/HTTPSを使ってスイッチの
外部でCLIを使用できるようにするこ
とで、Cisco Nexusデバイスで実行さ
れるCLIのアクセス性を改善します。

NX-API

Python API6.0(2)この機能が導入されました。Pythonス
クリプト機能は、さまざまなタスクを

実行するためのデバイスのコマンドラ

インインターフェイス（CLI）と
PowerOnAuto Provisioning（POAP）ま
たはEmbeddedEventManager（EEM）
アクションへのプログラムによるアク

セスを提供します。

Python API
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参照先変更され

たリリー

ス

説明機能

XML管理インターフェイス7.3(0)D1(1)この機能は、NETCONFの拡張機能を
サポートするように変更されました。

XML管理イン
ターフェイス

Open Agent Container7.3(0)D1(1)この機能が導入されました。OACは
32ビットのコンテナであり、これを
使用することでオープンエージェン

トを Cisco Nexus 5600、6000、7000シ
リーズスイッチで実行できるように

なります。

Open Agent
Container
（OAC）

CiscoNX-OSでのChef Client
の使用

7.3(0)D1(1)Cisco NX-OSでの Chef Clientのサポー
トの追加。

CiscoNX-OSで
の Chef Client
の使用

Cisco NX-OSでの Puppet
エージェントの使用

7.3(0)D1(1)Puppetエージェントのサポートの追
加。

CiscoNX-OSで
の Puppetエー
ジェントの使

用
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